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10)当 院で経験 したCatCrySyndrome(5p-

症候群)の 全身麻酔下歯科治療経験
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【緒 言】5p-症 候群はCatCrySyndrome(猫 鳴

き症候群)と 呼ばれ,5番 目染色体の一部の欠損

または転座による遺伝性疾患で ある。発生率は

5,000人 に1人 の割合 で,男 女比 は5:7で,知

的障害 を伴 うことが多い。ほとん どは親からの遺

伝ではなく,突 然変異で発症する。今回,知 的障

害 を伴った7歳 女児の5p-症 候群 の日帰 り全身麻

酔における歯科治療 を経験 したので若干の考察を

加え報告する。

【症 例】対象 は7才 の女児で,身 長113cm,体

重17kg,出 生時に5p-症 候群 と診断 された。歯科

検診にてう蝕を指摘 されるも,拒 否が強く意識下

歯科治療ができないため,家 族の希望により全身

麻酔下歯科治療の適応 となった。

【経過 と考察】本症例は,静 脈内鎮静法ではさら

に不穏 となる可能性があり,処 置時間も限 られ,

出血,タ ービンの注水,器 具等の誤嚥の危険性 も

あるため全身麻酔を適応 した。 しか しながら,意

識下では拒否が強 く静脈路確保ができないため,

亜酸化窒素 ・酸素 ・セボフル ランを吸入 させ,入

眠後に静脈路確保を行った。5p-症 候群 には小下

顎症,喉 頭の低形成,喉 頭の狭窄,長 く湾曲 した

弁状の喉頭蓋 狭索 したし歯列弓がみ られるため

に挿管困難が予想 され,フ ァイバー挿管の準備を

行 なった。喉 頭展 開でのCormack分 類 はGrade

3で あり,喉 頭蓋の先端 しか確認で きなかったが,

幸い盲 目的経鼻挿管 を施行す ることができ,フ ァ

イバ ーを使用せずに挿管 し得た。局所麻酔には

オーラ注Ｒを使用 し,処 置内容 は充填処置7本,

生活歯髄切断法4本 施行 した。手術終了後,気 管

チューブを抜去 し,状 態安定後に病棟に帰室 させ

た。その後経過観察 し,状 態が回復次第 自宅に帰

宅 させた。
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【結 語】5p-症 候群で は,日 帰 り全身麻酔下歯

科治療が有効で ある。そして全身麻酔下での気道

確保が困難であること。 さらに口腔内の清掃性が

悪 く,全 身麻酔下での定期的メインテナンスが必

要 と思われる。
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